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毎月 11日は「人権を確かめあう日」です
家庭や地域、職場や学校で、身近な人権問題について、みなさんで話し合いましょう！
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本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、市
民
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ひ
と
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人
権
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尊
重
さ
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ゆ
る
差
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権
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。

　
八
代
市
に
お
い
て
は
、皆
さ
ま
ご
存
じ
の
よ
う
に
、平
成
７
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か
ら
平
成
９
年
に
か
け
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旧
八
代
郡
市
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制
定
さ
れ
た
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も
と
に
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成
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市
町
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続
い
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落
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知
啓

発
を
行
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ま
い
り
ま
し
た
。そ
の
条
例
の一部
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令
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４
年
６

月
の
定
例
市
議
会
」に
お
い
て
改
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し
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八
代
市
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落
差
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を

は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
及
び
人
権
擁
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す
る
条

例
』と
し
て
令
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４
年
６
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27
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た
。

　
本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
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も
が
い
き
い
き
と
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ら
せ

る
、差
別
の
な
い
、明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な
人

権
課
題
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目
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と
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も
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ロ
ナ
禍
に
お
け
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し
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生
活
様
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、｢

人
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セ
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Ｗ

Ｅ
Ｂ
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座
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催
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啓
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用
動
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ラ
イ
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取
り
組
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で
い
る
と
こ
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で
す
。

　
ま
た
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さ
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か
ら
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人
権
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集
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関
し
ま
し
て

は
、本
年
は
四
千
点
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え
る
応
募
を
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だ
き
ま
し
た
。応

募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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後
と
も
い
じ
め
や
差
別
の
な
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る
い
八
代
市
に
な
る
よ

う
、市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、本
協
議
会
へ
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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信
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催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
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は
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落
差

別
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差
別

を
な
く
す
八
代
地
域
児
童
生

徒
実
行
委
員
会
、八
代
地
域

人
権
教
育
の
た
め
の
推
進
会

議
、八
代
市
教
育
委
員
会
、

氷
川
町（
組
合
）教
育
委
員
会

の
主
催
に
よ
り
、八
代
地
域

の一体
と
な
っ
た
人
権
同
和
教

育
・
啓
発
の
活
動
を
大
き
く

広
げ
る
た
め
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

▲当日、会場の様子

ポスター・グループ
作品の部

ポスター・グループ
作品の部

おおいし　  きりまる

千丁小学校1年　大石　桐丸
てらだ　  　　げん

代陽小学校2年　寺田　　弦

はやた  　  えいく 

代陽小学校5年　早田　瑛巧
やまむら　  しゅうま

 金剛小学校4年　山村　珠馬
まるやま　 あ  す  か 

日奈久小学校3年 丸山 明日香
たけぐち　  ま　な 

 麦島小学校2年　竹口　真奈
むらしま　か  な   よ 

千丁小学校6年　村島 果菜世

ふるかわ　  こはる 

第一中学校1年　古川　心陽
いのうえ 　  あやね 

第一中学校1年　井上　綺音
たかた　     ゆうな 

鏡中学校1年　髙田　結菜
わきなか 　  き   ほ 

高田小学校6年　𦚰中　希歩
うちだ  　  よしの 

鏡中学校2年　内田　祥乃

その だ   　 ゆい り 

二見中学校3年　園田　唯莉
やま  だ 　  あさ こ 

 第二中学校3年　山田　朝子
い   だ 　  はる か 

鏡中学校3年　井田　遥華
あり ま   　  さ   や 

 第二中学校2年　有馬　沙耶

なか た　　　　　  

第一中学校1年　中田　ゆず
くろ き        り　ず 

第七中学校2年　黒木　璃珠支援学校中学部3年A組のみなさん

くすはら　　　　　　

一般　楠原 なぎさ
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人権セミナーやつしろ人権セミナーやつしろ

八代市人権啓発センターからのお知らせ

　市民の皆さまに身近な人権問題について考えていただく機会として、毎年「人権セミナー
やつしろ」を開催しています。令和 4 年度の人権セミナーは、オンデマント講座として配
信しています。
　DVD での視聴もできますので、ご利用ください。

《テーマ》
「なかまをつくる部落に生まれて」

　八代市では、令和 4 年 6 月に「部
落差別をはじめあらゆる差別の解消
及び人権擁護に関する条例」が改正
施行されました。この条例の背景に
ある部落差別の県内の実態等とご自
身の小さい頃から今に至るまでの差
別をなくす取り組みについてのお話。

《オンデマンド配信期間》
令和5年1月25日（水）～2月14日（火）
　森山 資典  氏
（荒尾市立清里小学校校長、
　熊本県人権教育研究協議会会長）

●相談窓口を開設しています
　話してみませんか、あなたの不安や悩み
　ご相談は、お気軽にお電話ください。面談によ
る相談も受け付けています。

　
 ・人権相談窓口

　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関するご
相談　
TEL３０－１７１０

 　
・ヤングテレホンやつしろ

　子どもや若者の、学校や家庭・仕事、いじめ
や非行・不登校・ひきこもり等に関するご相談

（保護者の方もお気軽にどうぞ）
TEL３０－１７００
E-mail：young-tel@city.yatsushiro.lg.jp

相談時間：月～金　午前 9 時～午後 5 時
（土・日・祝日・年末年始は休みとなります）

●八代市人権啓発センター（人権政策課）では、
地域や職場における研修・学習などに活用いた
だくため、人権啓発ビデオ（ＤＶＤ）や各種資
料の貸出・配布、講演会等の開催を行っていま
す。また、研修会や学習会で講師派遣・紹介も
行っています。ぜひご活用ください。

○お問い合わせ　
　八代市人権啓発センター（人権政策課）

開 所 日：月 ～ 金 曜 日〈土・日・祝 日・年 末 年 始
（12/29 ～ 1/3）は休みとなります〉
開所時間：午前８時３０分～午後５時１５分
〒869-4703　
八代市千丁町新牟田 1502－1 千丁支所３階　
TEL ３０－１７１１　　FAX ４６－１９５０
E-mail：jinken@city.yatsushiro.lg.jp
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と
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濱
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岡
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が
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萌
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濱
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に
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あ
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校
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て
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【第 1回】
《テーマ》
「障がい者として水俣に生まれて」

　幼少期に小児麻痺という診断を受
けたが、父親がチッソ水俣工場に勤
務していたことから、水俣病に対す
る自身の葛藤と水俣病患者やご家族
との交流を通して、困難の中から生
きる希望を見出していく人間の可能
性を自らの思いについてのお話。

《オンデマンド配信期間》
　2月中旬（予定）
　坂本 直充  氏
（元水俣市立水俣病資料館館長、
　水俣病資料館語り手　詩人）

【第２回】
《テーマ》
「拉致被害者妹るみ子を救うために」

　「妹は当時 24 歳で拉致され、今年
で 70 歳になります。まさか北朝鮮
に行くなんて思っていなかったと思
います。私たちだけでは何もできま
せん。皆様の協力が拉致問題解決に
必要です。」鹿児島県で拉致された増
元るみ子さんの姉平野フミ子さんの
お話。

《オンデマンド配信期間》
未定
　平野 フミ子  氏
（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）

【第３回】

標
語
の
部

標
語
の
部
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　障害者差別解消法は、障がい者差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会を
つくることを目的としており、国や地方公共団体などの行政機関と民間事業者に対して、「不当な差
別的取扱いの禁止」と「合理的配慮の提供」を義務付けています。　
　また、障がいのある人も含めた国民一人ひとりが、障がいを理由とする差別の解消の推進に努めて、
差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは内閣府のホームページ　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

　近年、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動が、いわゆるヘイトスピーチであるとして社
会的関心を集めています。こうした言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての
尊厳を傷つけたり、差別意識を生じさせることになりかねません。
　外国人の方々と交流する機会は今後ますます増加することが予想されます。民族や国籍等の違いを
超え、互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。
　詳しくは法務省のホームページ　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html

本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に
向けた取組の推進に関する法律

　この法律は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるもの
であるとの理念にのっとり、部落差別の解消を推進し、部落差別のない社会の実現を目的としていま
す。
　残念ながら、今なお、こうした人々に対する差別発言、差別待遇等の事案のほか、インターネット
上で差別を助長するような内容の書込みがなされるといった事案などが発生しています。
　部落差別についての誤った知識や偏見は、差別意識を助長する原因になります。
　私たち一人ひとりが力を合わせて、差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは法務省ホームページ内の資料　http://www.moj.go.jp/content/001236563.pdf

部落差別の解消の推進に関する法律

　この法律は、北海道の先住民族であるアイヌの人々が民族としての誇りを持って生活し、全ての国
民が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生することを目的としています。
　国内でも先住民族がいることを理解し、お互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の
推進に関する法律（アイヌ民族支援法）
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ポスター・グループ作品の部ポスター・グループ作品の部日本では、近年、さまざまな差別に対する法律が施行され
ています。人権問題について、一緒に考え、差別や偏見の
ない明るい社会を作りましょう。
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　障害者差別解消法は、障がい者差別をなくすことで、障がいのある人もない人も共に生きる社会を
つくることを目的としており、国や地方公共団体などの行政機関と民間事業者に対して、「不当な差
別的取扱いの禁止」と「合理的配慮の提供」を義務付けています。　
　また、障がいのある人も含めた国民一人ひとりが、障がいを理由とする差別の解消の推進に努めて、
差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは内閣府のホームページ　http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/sabekai.html

障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律

　近年、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動が、いわゆるヘイトスピーチであるとして社
会的関心を集めています。こうした言動は、人々に不安感や嫌悪感を与えるだけでなく、人としての
尊厳を傷つけたり、差別意識を生じさせることになりかねません。
　外国人の方々と交流する機会は今後ますます増加することが予想されます。民族や国籍等の違いを
超え、互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。
　詳しくは法務省のホームページ　http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken04_00108.html

本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に
向けた取組の推進に関する法律

　この法律は、全ての国民が等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人として尊重されるもの
であるとの理念にのっとり、部落差別の解消を推進し、部落差別のない社会の実現を目的としていま
す。
　残念ながら、今なお、こうした人々に対する差別発言、差別待遇等の事案のほか、インターネット
上で差別を助長するような内容の書込みがなされるといった事案などが発生しています。
　部落差別についての誤った知識や偏見は、差別意識を助長する原因になります。
　私たち一人ひとりが力を合わせて、差別や偏見のない明るい社会を築きましょう。
　詳しくは法務省ホームページ内の資料　http://www.moj.go.jp/content/001236563.pdf

部落差別の解消の推進に関する法律

　この法律は、北海道の先住民族であるアイヌの人々が民族としての誇りを持って生活し、全ての国
民が相互に人格と個性を尊重し合いながら共生することを目的としています。
　国内でも先住民族がいることを理解し、お互いの人権を尊重しあう社会を共に築きましょう。

アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現するための施策の
推進に関する法律（アイヌ民族支援法）

いのうえ　　こうすけ

わかみや保育園　井上　幸亮
はやしだ　　　も　か 

金剛小学校1年　林田　萌花
むらかみ　 あ　す　な 

太田郷小学校1年　村上 明日菜

 支援学校小学部3年のみなさん 太田郷小学校1年2組のみなさん
かわかみ　　  り　こ 

日奈久小学校2年　川上　璃子

いわ  た  　　あおい  

 植柳小学校3年　岩田　葵唯
てらなか　　はる  か 

植柳小学校3年　寺中　悠華
たかやま　　　　　　  

太田郷小学校3年　高山 あさひ

むらざき 　　ゆう と  

千丁小学校4年　村﨑　祐斗
しもざき  　　な   な 

太田郷小学校4年　下﨑　菜々
く    ぼ 　   はる  な 

 太田郷小学校5年　久保　陽菜

しのはら　　　　　　 

太田郷小学校5年　篠原 さくら
よねむら 　　ここ は 

 太田郷小学校5年　米村　心初
たけぐち  　　ゆ   い 

麦島小学校6年　竹口　結衣

ポスター・グループ作品の部ポスター・グループ作品の部日本では、近年、さまざまな差別に対する法律が施行され
ています。人権問題について、一緒に考え、差別や偏見の
ない明るい社会を作りましょう。
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人権セミナーやつしろ人権セミナーやつしろ

八代市人権啓発センターからのお知らせ

　市民の皆さまに身近な人権問題について考えていただく機会として、毎年「人権セミナー
やつしろ」を開催しています。令和 4 年度の人権セミナーは、オンデマント講座として配
信しています。
　DVD での視聴もできますので、ご利用ください。

《テーマ》
「なかまをつくる部落に生まれて」

　八代市では、令和 4 年 6 月に「部
落差別をはじめあらゆる差別の解消
及び人権擁護に関する条例」が改正
施行されました。この条例の背景に
ある部落差別の県内の実態等とご自
身の小さい頃から今に至るまでの差
別をなくす取り組みについてのお話。

《オンデマンド配信期間》
令和5年1月25日（水）～2月14日（火）
　森山 資典  氏
（荒尾市立清里小学校校長、
　熊本県人権教育研究協議会会長）

●相談窓口を開設しています
　話してみませんか、あなたの不安や悩み
　ご相談は、お気軽にお電話ください。面談によ
る相談も受け付けています。

　
 ・人権相談窓口

　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関するご
相談　
TEL３０－１７１０

 　
・ヤングテレホンやつしろ

　子どもや若者の、学校や家庭・仕事、いじめ
や非行・不登校・ひきこもり等に関するご相談

（保護者の方もお気軽にどうぞ）
TEL３０－１７００
E-mail：young-tel@city.yatsushiro.lg.jp

相談時間：月～金　午前 9 時～午後 5 時
（土・日・祝日・年末年始は休みとなります）

●八代市人権啓発センター（人権政策課）では、
地域や職場における研修・学習などに活用いた
だくため、人権啓発ビデオ（ＤＶＤ）や各種資
料の貸出・配布、講演会等の開催を行っていま
す。また、研修会や学習会で講師派遣・紹介も
行っています。ぜひご活用ください。

○お問い合わせ　
　八代市人権啓発センター（人権政策課）

開 所 日：月 ～ 金 曜 日〈土・日・祝 日・年 末 年 始
（12/29 ～ 1/3）は休みとなります〉
開所時間：午前８時３０分～午後５時１５分
〒869-4703　
八代市千丁町新牟田 1502－1 千丁支所３階　
TEL ３０－１７１１　　FAX ４６－１９５０
E-mail：jinken@city.yatsushiro.lg.jp
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【第 1回】
《テーマ》
「障がい者として水俣に生まれて」

　幼少期に小児麻痺という診断を受
けたが、父親がチッソ水俣工場に勤
務していたことから、水俣病に対す
る自身の葛藤と水俣病患者やご家族
との交流を通して、困難の中から生
きる希望を見出していく人間の可能
性を自らの思いについてのお話。

《オンデマンド配信期間》
　2月中旬（予定）
　坂本 直充  氏
（元水俣市立水俣病資料館館長、
　水俣病資料館語り手　詩人）

【第２回】
《テーマ》
「拉致被害者妹るみ子を救うために」

　「妹は当時 24 歳で拉致され、今年
で 70 歳になります。まさか北朝鮮
に行くなんて思っていなかったと思
います。私たちだけでは何もできま
せん。皆様の協力が拉致問題解決に
必要です。」鹿児島県で拉致された増
元るみ子さんの姉平野フミ子さんの
お話。

《オンデマンド配信期間》
未定
　平野 フミ子  氏
（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）

【第３回】

標
語
の
部

標
語
の
部
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人権セミナーやつしろ人権セミナーやつしろ

八代市人権啓発センターからのお知らせ

　市民の皆さまに身近な人権問題について考えていただく機会として、毎年「人権セミナー
やつしろ」を開催しています。令和 4 年度の人権セミナーは、オンデマント講座として配
信しています。
　DVD での視聴もできますので、ご利用ください。

《テーマ》
「なかまをつくる部落に生まれて」

　八代市では、令和 4 年 6 月に「部
落差別をはじめあらゆる差別の解消
及び人権擁護に関する条例」が改正
施行されました。この条例の背景に
ある部落差別の県内の実態等とご自
身の小さい頃から今に至るまでの差
別をなくす取り組みについてのお話。

《オンデマンド配信期間》
令和5年1月25日（水）～2月14日（火）
　森山 資典  氏
（荒尾市立清里小学校校長、
　熊本県人権教育研究協議会会長）

●相談窓口を開設しています
　話してみませんか、あなたの不安や悩み
　ご相談は、お気軽にお電話ください。面談によ
る相談も受け付けています。

　
 ・人権相談窓口

　差別、いじめ、嫌がらせ等、人権に関するご
相談　
TEL３０－１７１０

 　
・ヤングテレホンやつしろ

　子どもや若者の、学校や家庭・仕事、いじめ
や非行・不登校・ひきこもり等に関するご相談

（保護者の方もお気軽にどうぞ）
TEL３０－１７００
E-mail：young-tel@city.yatsushiro.lg.jp

相談時間：月～金　午前 9 時～午後 5 時
（土・日・祝日・年末年始は休みとなります）

●八代市人権啓発センター（人権政策課）では、
地域や職場における研修・学習などに活用いた
だくため、人権啓発ビデオ（ＤＶＤ）や各種資
料の貸出・配布、講演会等の開催を行っていま
す。また、研修会や学習会で講師派遣・紹介も
行っています。ぜひご活用ください。

○お問い合わせ　
　八代市人権啓発センター（人権政策課）

開 所 日：月 ～ 金 曜 日〈土・日・祝 日・年 末 年 始
（12/29 ～ 1/3）は休みとなります〉
開所時間：午前８時３０分～午後５時１５分
〒869-4703　
八代市千丁町新牟田 1502－1 千丁支所３階　
TEL ３０－１７１１　　FAX ４６－１９５０
E-mail：jinken@city.yatsushiro.lg.jp
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【第 1回】
《テーマ》
「障がい者として水俣に生まれて」

　幼少期に小児麻痺という診断を受
けたが、父親がチッソ水俣工場に勤
務していたことから、水俣病に対す
る自身の葛藤と水俣病患者やご家族
との交流を通して、困難の中から生
きる希望を見出していく人間の可能
性を自らの思いについてのお話。

《オンデマンド配信期間》
　2月中旬（予定）
　坂本 直充  氏
（元水俣市立水俣病資料館館長、
　水俣病資料館語り手　詩人）

【第２回】
《テーマ》
「拉致被害者妹るみ子を救うために」

　「妹は当時 24 歳で拉致され、今年
で 70 歳になります。まさか北朝鮮
に行くなんて思っていなかったと思
います。私たちだけでは何もできま
せん。皆様の協力が拉致問題解決に
必要です。」鹿児島県で拉致された増
元るみ子さんの姉平野フミ子さんの
お話。

《オンデマンド配信期間》
未定
　平野 フミ子  氏
（北朝鮮による拉致被害者家族連絡会）

【第３回】
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毎月 11日は「人権を確かめあう日」です
家庭や地域、職場や学校で、身近な人権問題について、みなさんで話し合いましょう！
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と
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９
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。

　
本
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
、差
別
の
な
い
、明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な
人

権
課
題
に
目
を
向
け
る
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い

生
活
様
式
に
も
対
応
す
べ
く
、｢

人
権
セ
ミ
ナ
ー
や
つ
し
ろ｣

の
Ｗ

Ｅ
Ｂ
講
座
の
開
催
や
啓
発
用
動
画
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、皆
さ
ま
か
ら
の「
人
権
作
品
」の
募
集
に
関
し
ま
し
て

は
、本
年
は
四
千
点
を
超
え
る
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。応

募
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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取
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。
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落
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八
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催
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取
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。

▲当日、会場の様子

ポスター・グループ
作品の部

ポスター・グループ
作品の部

おおいし　  きりまる

千丁小学校1年　大石　桐丸
てらだ　  　　げん

代陽小学校2年　寺田　　弦

はやた  　  えいく 

代陽小学校5年　早田　瑛巧
やまむら　  しゅうま

 金剛小学校4年　山村　珠馬
まるやま　 あ  す  か 

日奈久小学校3年 丸山 明日香
たけぐち　  ま　な 

 麦島小学校2年　竹口　真奈
むらしま　か  な   よ 

千丁小学校6年　村島 果菜世

ふるかわ　  こはる 

第一中学校1年　古川　心陽
いのうえ 　  あやね 

第一中学校1年　井上　綺音
たかた　     ゆうな 

鏡中学校1年　髙田　結菜
わきなか 　  き   ほ 

高田小学校6年　𦚰中　希歩
うちだ  　  よしの 

鏡中学校2年　内田　祥乃

その だ   　 ゆい り 

二見中学校3年　園田　唯莉
やま  だ 　  あさ こ 

 第二中学校3年　山田　朝子
い   だ 　  はる か 

鏡中学校3年　井田　遥華
あり ま   　  さ   や 

 第二中学校2年　有馬　沙耶

なか た　　　　　  

第一中学校1年　中田　ゆず
くろ き        り　ず 

第七中学校2年　黒木　璃珠支援学校中学部3年A組のみなさん

くすはら　　　　　　

一般　楠原 なぎさ


